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研究の成果  

 県内で生産の伸びが著しいスプレーギクに着目し，本県の気象条件に適し，多彩な花色，

花形 をもつ品種の育成を進めてきた結果，新品種「オータムプリンセス」（登録番号第 1

5956号）と全農との共同研究育成新品種「ロゼページェント」（登録番号第15960号）を開

発しました。 

 

「オータムプリンセス」  

◎施設栽培用切り花品種 

                    ◎花はやや小輪，淡紫ピンクのアネモネ咲き，花 

  房形は円筒形 

                                   ◎自然の開花期は秋（秋ギク） 

                  ◎栽培期間が従来の品種より短い（短日処理から 

                                     開花までの到花週数は低温期で７週程度 

                                   ◎低温期に草丈の伸びがよい 

                                   ◎高温期に摘心栽培により栽培可能 

 

                                「ロゼページェント」                 

◎施設栽培用切り花品種 

◎花はやや小輪，鮮紫ピンクの花びらがやや重な 

る（セミダブル）タイプ，花房形は円筒形 

◎自然の開花期は秋（秋ギク） 

◎栽培期間が従来の品種と同程度（到花週数は低 

温期で７～８週） 

◎無摘心による周年栽培が可能 

◎病害虫に対する抵抗性は中 

                        

普及の見込  

 県内のスプレーギク生産は作付面積19ha，出荷数量５百万本，生産額２億６千万円（平

成14年，農産園芸課調べ）。この２品種は県内の平野部と山間部での現地適応性検定を行

った結果，両地域での気象条件に適していると判断されたため，県下一円の普及が見込め

ます。ただし，スプレーギクは洋花に分類され，現状では市場から多品種の要望が出され

ており，当面は既存品種の一部としての普及が見込まれます。 
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